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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
政
府
が
目
指
す
５
Ｇ
実
現
に
向
け
た
取
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
政
府
が
目
指
す
５
Ｇ
実
現
に
向
け
た
取
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
現
時
点
で
の
日
本
企
業
の
海
外
シ
ェ
ア
の
低
さ
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
に
つ
い
て
は
、
経
協
イ
ン
フ
ラ
戦
略
会
議
に
お
い
て
令
和
元
年
六
月
三
日
に
決

定
し
た
「
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
戦
略
（
令
和
元
年
度
改
訂
版
）
」
等
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ン
フ
ラ

シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
総
務
省
に
お
い
て
平
成
三
十
年
二
月
に
策
定
し
た
「
総
務
省
海
外

展
開
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
同
省
国
際
戦
略
局
を
中
心
に
、
在
外
公
館
等
と
連
携
し
て
ア
フ
リ
カ
地
域
を
は
じ
め
各
国
の
情
報

を
収
集
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
海
外
展
開
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
５
Ｇ
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
戦
略
等
を
踏
ま
え
、
海
外
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
第
六
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
「
６
Ｇ
」
」
に
関
し
て
、
政
府
と
し
て
は
、
５
Ｇ
の
次
の
世
代
で
あ
り
二
千

三
十
年
頃
の
導
入
が
見
込
ま
れ
て
い
る
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
」
の
円
滑
な
導
入
が
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

５
．
０
」

の
更
な
る
進
展
や
我
が
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
総
務
省
に
お
い
て
、



 

２ 

 

「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
推
進
戦
略
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
二
千
三
十
年
代
の
社
会
に
お
い
て
電
気
通
信
に
期
待
さ
れ
る
事

項
、
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
」
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
、
「
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ 

５
Ｇ
」
の
円
滑
な
導
入
及
び
我

が
国
の
国
際
競
争
力
の
向
上
に
向
け
望
ま
れ
る
環
境
並
び
に
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
４
Ｇ
で
十
分
」
及
び
「
５
Ｇ
を
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
働
き
に
く
い
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
５
Ｇ
は
、
超
高
速
に
加
え
て
、
超
低
遅
延
及
び
多
数
同
時
接
続
と
い
う
特
長
を
有
し

て
お
り
、
自
動
運
転
、
遠
隔
医
療
、
農
業
、
工
場
、
建
設
現
場
等
の
多
様
な
分
野
に
お
い
て
活
用
が
見
込
ま
れ
、
地
域
の
課

題
解
決
や
生
産
性
の
向
上
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
令
和
二
年
度
予
算
に
、
５
Ｇ
を

活
用
し
て
様
々
な
地
域
課
題
を
解
決
す
る
上
で
有
効
な
手
法
を
創
出
す
る
開
発
実
証
事
業
に
係
る
経
費
を
計
上
し
て
お
り
、

本
事
業
を
通
じ
、
５
Ｇ
の
活
用
の
早
期
普
及
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
通
信
事
業
者
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
に
対
す
る
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
の
参
議
院
本
会



 

３ 

 

議
に
お
い
て
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
「
大
胆
な
税
制
措
置
と
予
算
に
よ
り
研
究
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
大
胆
な
投
資

を
促
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
力
強
く
後
押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
り
、
関
連
の
令
和
二
年
度

予
算
及
び
「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
第
二
百
一
回
国
会
閣
法
第
三
号
）
等
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
５
Ｇ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
総
合
対
策
」
に
沿
っ
て
実
施
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
５
Ｇ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
総
合
的
か
つ
継
続

的
に
担
保
す
る
仕
組
み
の
整
備
や
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
組
み
込
ま
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
脆 ぜ

い

弱
性
を
検
出
す
る
技
術
の
研
究
開

発
を
既
に
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
し
て
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通

信
研
究
機
構
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
直
接
接
続
さ
れ
る
脆
弱
な
状
態
に
あ
る
機
器
を
調
査
し
、
電
気
通
信
事
業
者

を
介
し
て
当
該
機
器
の
利
用
者
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
取
組
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年

法
律
第
八
十
六
号
）
に
基
づ
く
技
術
基
準
の
適
切
な
運
用
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
と
し
て
、
研
究
開
発
の
推
進
、
人
材
育
成
・
普
及
啓
発
の
推
進
、
国
際
連
携
の
推
進
、
情
報
共
有
・
情
報
開
示
の
促
進



 

４ 

 

等
の
観
点
か
ら
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

総
務
大
臣
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
日
の
第
五
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
た
め
の
特
定
基
地
局
の
開
設
計
画

の
認
定
の
際
に
、
携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し
て
、
「
「
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
安
全
・
信
頼
性
基
準
」
（
昭
和
六
十
二
年

郵
政
省
告
示
第
七
十
三
号
）
、
「
政
府
機
関
等
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
た
め
の
統
一
基
準
群
（
平
成
三
十
年
度
版
）
」

及
び
「
Ｉ
Ｔ
調
達
に
係
る
国
の
物
品
等
又
は
役
務
の
調
達
方
針
及
び
調
達
手
続
に
関
す
る
申
合
せ
」
（
平
成
三
十
年
十
二
月

十
日
関
係
省
庁
申
合
せ
）
に
留
意
し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
リ
ス
ク
対
応
を
含
む
十
分
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

講
ず
る
こ
と
」
と
す
る
条
件
を
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
５
Ｇ
の
本
格
的
な
導
入
に
向
け
て
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
に
必
要
な
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 

八
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
電
波
の
安
全
性
」
に
つ
い
て
は
、
人
体
に
悪
影
響
が
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
従
前
か
ら
電
波
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
に
基
づ
く
基
準
を
定
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
５
Ｇ
の
実
用
化
に
当
た
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
科
学
的
知
見
・
研
究
成
果
を
基
に
し
た
「
諮
問
第
二
千
三
十
五
号
「
電
波
防
護
指
針
の
在
り
方
」
の
う
ち
「
高
周
波



 

５ 

 

領
域
に
お
け
る
電
波
防
護
指
針
の
在
り
方
」
に
関
す
る
一
部
答
申
」
（
平
成
三
十
年
九
月
十
二
日
情
報
通
信
審
議
会
答
申
）

等
を
踏
ま
え
、
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
元
年
総
務
省
令
第
八
号
）
等
に
よ
る
無
線
設
備
規
則

（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
等
の
改
正
（
令
和
元
年
五
月
二
十
日
施
行
）
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
説
明
会
等
を
通
じ
て
国
民
に
対
し
て
電
波
の
安
全
性
に
つ
い
て
周
知
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
必
要

な
周
知
等
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。 


